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海外情報

メキシコにおけるかぼちゃの生産・流通
および輸出動向

１　はじめに

国連食糧農業機関（ＦＡＯ）によると、
２０１９年の世界のウリ科カボチャ属（Ｃ
ｕｃｕｒｂｉｔａ属、英語名Ｐｕｍｐｋｉ
ｎｓ、Ｓｑｕａｓｈ　ａｎｄ　ｇｏｕｒｄ
ｓ）（注１）の生産量は、２２９０万１０００
トンとなり、そのうち、メキシコの生産量
は、６７万９０００トンと全体の３％と
なっている（表１）。一方、国際貿易センター
（ＩＴＣ）によると、同年の世界のかぼちゃ
類輸出量は、１７２万７０００トンとなり、
そのうち、メキシコの輸出量は全体の
１３. ８％に相当する２３万８０００トン
となった（表２）。世界のかぼちゃ類の生
産に占めるメキシコの割合は低いものの、
輸出面では同国が、スペインに次ぐ高い割
合を占めている。

調査情報部

国産かぼちゃの端境期を補うために輸入されているかぼちゃは、ニュージーランドと
メキシコが２大供給国となっている。世界のかぼちゃ輸出量第２位のメキシコでは、
１９８０年代に日本からかぼちゃの種が導入され、米国との国境に位置するソノラ州を
中心に生産は順調に拡大してきた。メキシコにとってかぼちゃは、日本向けの主要輸出
産品の一つであり、同国の日本向けかぼちゃの輸出量は増加していたが、日本国内のか
ぼちゃ需要が減少傾向にあることから、ここ数年においては、同国産かぼちゃの輸入量
は減少しており、他国向け輸出の動きも模索されている。

【要約】

（注１）�ウリ科カボチャ属には、Pumpkins（パン
プキン）、�squash（かぼちゃ）、gourds（う
り、ひょうたん）が含まれる。北米では一
般的に、果皮がオレンジ色の種類をpump-
kin、その他のかぼちゃ類をsquashと呼ぶ。
日本で食されている種類のかぼちゃはBut-
tercup� squashと呼ばれ、別名Kabocha�
squashやJapanese� squash/pumpkin等
と呼ばれている。

表１　�ウリ科カボチャ属の国別生産割合
（2019年）
国名 生産量（千トン） シェア（％）
中国 8,376 37

ウクライナ 1,346 6
ロシア 1,196 5
スペイン 735 3
メキシコ 679 3

バングラデシュ 635 3
米国 610 3
トルコ 590 3
イタリア 569 2
インドネシア 523 2
その他 7,642 33
世界全体 22,901 100

資料：FAO
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メキシコでは次の５種のウリ科カボチャ
属（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ）が商業栽培され
ている。
・�ズッキーニやハロウィンで使用される
種類のかぼちゃを含むペポカボチャ
（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　ｐｅｐｏ）
・�長細い形をしたバターナッツかぼちゃ
を含むニホンカボチャ（Ｃｕｃｕｒｂ
ｉｔａ　ｍｏｓｃｈａｔａ）
・�種子を中心に食されるピピアナカボ
チャと呼ばれるニホンパイカボチャ

（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　ａｒｇｙｒｏ
ｓｐｅｒｍａ）

・�実が柔らかい間は野菜として、硬くな
ると製菓用や家畜の飼料に用いられる
チラカヨテと呼ばれるクロダネカボ
チャ（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　ｆｉｃｉ
ｆｏｌｉａ）

・�日本で一般的な栗かぼちゃ類を含むセ
イヨウカボチャ（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ
ｍａｘｉｍａ）

メキシコ農畜水産農村開発食料省（ＳＡ
ＧＡＲＰＡ）の統計では、セイヨウカボチャ
種と、ニホンカボチャ種、その他の種が混
在して「カラバサ（Ｃａｌａｂａｚａ）」
として分類されている。本稿では、メキシ
コでの「カラバサ（Ｃａｌａｂａｚａ）」
に含まれる種類を「かぼちゃ類」とし、そ
のうちメキシコで「カラバサ・カボチャ（Ｃ
ａｌａｂａｚａ　ｋａｂｏｃｈａあるいは
ｋａｂｏｃｈａ、ｃａｈｏｃｈａ）」また
は「カラバサ・ハポネサ（Ｃａｌａｂａｚ
ａ　ｊａｐｏｎｅｓａ）」と呼ばれ、日本
の市場で多く流通するかぼちゃを「かぼ
ちゃ」と表記する（写真１）。

表２　�ウリ科カボチャ属の国別輸出割合
（2019年）
国名 輸出量（千トン） シェア（％）
スペイン 451 26.1
メキシコ 238 13.8

ニュージーランド 92 5.3
トルコ 72 4.2
米国 54 3.1
モロッコ 50 2.9
ポルトガル 50 2.9
オランダ 43 2.5
フランス 32 1.8
イタリア 27 1.5
その他 619 35.8
世界全体 1,727 100

資料：ITC

写真１　�卸売市場やスーパーで販売されるさまざまな種類のかぼちゃ類
（メキシコ・シティ）
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２０１９年のかぼちゃ生産は、ソノラ州が
最大となり、その約１０分の１の規模でシ
ナロア州、チワワ州が続き、さらに、その
約１０分の１の規模でナヤリット州および
ハリスコ州で行われている（表３）。

（１）作付面積
メキシコのかぼちゃの作付面積は、この

１０年間で３８. ５％増加し、２０１９年
には３６５７ヘクタールとなった。
２０１０年から２０１９年までの１０年間
のかぼちゃの平均作付面積は約３２３４ヘ
クタールであり、２０１２年と２０１６年
には４０００ヘクタールを超えた。作付面
積の増減は主に海外市場からの需要の増減
と連動している（表４）。

２　生産状況

「かぼちゃ類」の生産はメキシコ全土で
広く行われる一方で、「かぼちゃ」の生産
はメキシコ北西部から中西部で行われてい
る（図１）。中でも米国と国境を接するソ
ノラ州では、かぼちゃ作付面積および生産
量はいずれもメキシコ全土の約８３％
（２０１９年）という圧倒的な割合を占め、
最大の生産州となっている（表３）。
メキシコでのかぼちゃ生産の始まりは、
１９８０年代に日本のかぼちゃ輸入業者
が、ソノラ州の南に位置するシナロア州ク
リアカン地区の農家に生産を依頼したこと
だといわれている。その後、栽培により適
した気候条件や土壌をもつソノラ州エルモ
シージョ地区などに主要産地が移った。

図１　かぼちゃの生産州

資料：ＳＩＡＰデータをもとに機構作成
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表３　メキシコ全土におけるかぼちゃ生産地区（2019年）

州 地区
面積（ha） 生産量

（トン）
単収

（トン /ha）
生産金額

（1,000ペソ）作付面積 収穫面積

ソノラ州

カボルカ 64 64 1,186 19 12,615
ウレス 46 44 618 14 2,017

エルモシージョ 2,051 1,892 27,400 14 318,673
グアイマス 881 881 15,432 18 118,223
計 3,042 2,881 44,636 15 451,528

シナロア州
ロスモチス 270 270 3,238 12 24,039
グアムチル 46 46 1,316 29 8,092
計 316 316 4,554 14 32,131

チワワ州 カサスグランデス 250 250 4,200 17 45,000
ナヤリット州 サンティアゴイスクイントラ 30 30 488 16 3,318
ハリスコ州 トマトラン 20 20 124 6 409

バハ・カリフォルニア州 エンセナダ - - - - -
バハ・カリフォルニア・スル州 ラパス - - - - -

メキシコ全土 3,657 3,496 54,001 15 532,387

資料：SIAPのデータを基に機構作成
　注：四捨五入の関係で、各州の計とメキシコ全土の合計は一致しない。

表４　州（地区）別かぼちゃ作付面積の推移
（単位：ha）

州 地区 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

ソノラ州

アグアプリエタ 40 45
カボルカ 64
マグダレーナ 5 6 12
ウレス 63 61 52 46

エルモシージョ 2,198 1,932 4,037 2,014 2,118 2,401 3,172 2,221 2,217 2,051
ナボホア 443
グアイマス 958 1,071 1,160 561 760 881
計 2,641 1,972 4,082 2,014 3,081 3,478 4,407 2,843 3,029 3,042

シナロア州

クリアカン 35
マサトラン 69
ラクルス 11
ロスモチス 272 200 270
グアムチル 67 46
計 11 104 339 200 316

チワワ州 カサスグランデス 90 250

ナヤリット州

サンティアゴ
イスクイントラ 33 6 30

コンポステーラ 3 3 12 14 2 2
計 3 36 18 14 2 2 30

ハリスコ州
トマトラン 35 41 52 54 40 20 19 20
エルグルージョ 47

計 35 88 52 54 40 20 19 20
バハ・カリフォルニア州 エンセナダ 5 3
バハ・カリフォルニア・

スル州 ラパス 6

メキシコ全土 2,641 1,972 4,128 2,107 3,169 3,550 4,565 3,303 3,250 3,657

資料：SIAPのデータを基に機構作成
　注：四捨五入の関係で、各州の計とメキシコ全土の合計は一致しない。
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かぼちゃの作付面積を生産地区別に見る
と、ソノラ州の中でも中央部に位置する州
都のエルモシージョ地区での栽培が際立っ
ており、同地区の栽培面積はこの１０年で
およそ２０００～４０００ヘクタールで推
移している。また、同地区から南に１００

キロメートル程に位置するグアイマス地区
の栽培面積は、同５００～１２００ヘク
タールの間で推移しており、２０１９年は
ソノラ州のこの２地区で全国の８割の栽培
面積を有している（図２、写真２）。

図２　ソノラ州エルモシージョおよびグアイマス地区

写真２　�ソノラ州におけるかぼちゃ畑（左）、栽培されているかぼちゃ
（Agrocir社提供）

資料：機構作成
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（２）生産量
２０１９年のかぼちゃ類生産量は１３万 

１２９２トンであり、そのうち、かぼちゃ
の生産量は５万４００１トンであった。直
近１０年間の推移を見ると、ソノラ州、シ
ナロア州、ハリスコ州ではこの３年ほど比
較的安定した生産量で推移しているが、そ
の他州では生産量にばらつきが見られる

（表５）。

また、かぼちゃ類作付面積に対するかぼ
ちゃ作付面積の割合を見ると、ソノラ州で
はこの１０年間でおおむね３０～７０％
前後とばらつきが目立つのに対し、シナロ
ア州では２０１６年以降、その比率はほぼ
倍増し、２０１９年に１００％ となった。
また、チワワ州も約９２％ と高い割合と
なっている。このため、ソノラ州の作付面
積の動向が同割合を大きく左右する形と
なっている（表６）。

表５　州（地区）別かぼちゃ生産量の推移およびかぼちゃ類の生産量
（単位：トン）

州 地区 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

かぼちゃ

ソノラ州

アグアプリエタ 480 450
カボルカ 1,186

マグダレーナ 81 86 185
ウレス 1,154 702 715 618

エルモシージョ 34,973 30,912 64,520 32,029 33,917 36,658 50,368 36,970 34,168 27,400
ナボホア 6,030

グアイマス 16,185 19,198 19,302 9,476 13,035 15,432
計 41,003 31,392 64,970 32,029 50,183 55,942 71,009 47,148 47,918 44,636

シナロア州

クリアカン 916
マサトラン 2,161
ラクルス 0

ロスモチス 2,751 3,000 3,238
グアムチル 1,302 1,316

計 0 3,077 4,053 3,000 4,554
チワワ州 カサスグランデス 1,440 4,200

ナヤリット州

サンティアゴ
イスクイントラ 627 90 488

コンポステー
ラ 42 42 163 194 32 32

計 42 669 253 194 32 32 488

ハリスコ州

トマトラン 210 274 329 337 245 126 119 124
エルグルー

ジョ 1,358

計 210 1,632 329 337 245 126 119 124
バハ カリフォ

ルニア州 エンセナダ 65 48

バハ カリフォ
ルニア スル州 ラパス 240

メキシコ全土 41,002 31,434 65,180 33,727 51,180 56,531 74,525 53,087 51,069 54,001
かぼちゃ類 メキシコ全土 77,832 137,981 128,039 146,382 125,882 133,135 174,943 160,222 161,074 131,292
かぼちゃ類に占めるかぼちゃの生産量割合 52.7% 22.8% 50.9% 23.0% 40.7% 42.5% 42.6% 33.1% 31.7% 41.1%

資料：SIAPのデータを基に機構作成
　注：四捨五入の関係で、各州の計とメキシコ全土の合計は一致しない。
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かぼちゃの最大の生産州であるソノラ州
の最大手の生産者（企業）からの聞き取り
によると、同社では、同州で生産されるか
ぼちゃは、ほぼ全量が輸出向けであり、国
内向けの生産は行っていないとのことであ
る。また、２０１８年には輸出需要に対応
したオーガニックかぼちゃの生産も開始し
ている。ソノラ州では、複数の大手企業が
米国農務省（USDA）のオーガニック認証
を取得しており、輸出市場拡大への可能性
を高める動きとして注目されている（注２）。
ソノラ州政府の発表によれば、２０１６／
１７農業年度（１０月～翌９月）に同州で
は５種類のかぼちゃ類が生産されており、
メキシコから輸出されるかぼちゃ生産量の
９３. ９％は同州産としている。

（注２）日本のJAS認証を取得している企業もある。

（３）品種および栽培暦
日本では１９６０年代以降、ほくほくし
た粉質系のセイヨウカボチャが市場に出回
り、１９８０年前後より国内の青果物専門
商社や卸売業者が、種苗メーカーとともに
海外の産地開発に乗り出した。現在、メキ

シコで栽培されている主な品種としては、
「味平」「味

あじおう

皇」「こふき」「えびす」「みやこ」
「くりゆたか７」などであり、生産される
品種は日本市場に合わせて採用されている。
かぼちゃの栽培時期は、メキシコ北西部
では春～夏、もしくは、夏～秋の間にかけ
て行われる。ただし、主な輸出先である日
本市場のかぼちゃ需要が冬至に合わせて年
末に高まることから、その生産と収穫は夏
から秋にかけて行われることが多い。また、
この時期は日本のかぼちゃ市場で他国産品
との競争が比較的少ないことが、２０００年
代以降、メキシコの大手企業が輸出産品で
あるかぼちゃの生産を強化した背景となる。

（４）播種から収穫までの流れ
ソノラ州の主要生産地であるエルモシー
ジョ地区の場合、年に２回栽培が行われる。
春栽培の場合、土壌温度が比較的低いため、
ハウスで苗床による育苗が行われた後、手
作業で移植が行われる。また、植物を寒風
から守るためカバーシートもつけられ、栽
培期間は１００～１１０日程度となる。一
方、日本向けの輸出が多い夏栽培の場合、
土壌温度が適温であることから手作業での

表６　かぼちゃ類作付面積に対するかぼちゃ作付面積の州別シェア推移
（単位：％）

州 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

ソノラ州 72.8 36.3 65.5 31.3 55.6 59.9 62.1 47.7 47.5 55.8

シナロア州 ― ― 100 ― ― ― 54.4 93.4 94.8 100

チワワ州 ― ― ― ― ― ― ― 74.4 ― 92.3

ナヤリット州 ― ― ― ― 13.7 12 10.7 1.9 1.4 30.1

ハリスコ州 ― ― 14.5 38.3 29.3 33.2 32.8 29.9 40.7 38.5

バハ カリフォルニア州 ― ― ― 4.8 ― ― ― 2.9 ― ―

バハ カリフォルニア スル州 ― ― ― ― ― ― ― 9.6 ― ―

資料：SIAP
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直
じかまき

播が行われ、栽培期間も９０～９５日と
短い。これらの収穫は、いずれも手作業で
行われる。
なお、ソノラ州は農業が盛んな州であり、
乾燥した気候でもあるため、農場の９５％
はかんがいが整備されており、現在では点
滴かんがいが主流である。

３　流通状況

（１）流通経路
かぼちゃは保存性に優れており、適切な
保管状況であれば数カ月は品質が保持でき
る。また、衝撃に強く、収穫・運搬時の管
理も比較的容易であるため、長距離輸送に
も対応しやすい。日本向け輸出の場合、メ
キシコ国内の太平洋岸の港から積み出され
るほか、陸路で米国ロングビーチ港などに
運ばれた後、船便で輸送されるものもある。
輸送先は神戸が５割強と最も多く、横浜が

２割、これに名古屋、川崎、東京と続く。
メキシコでのかぼちゃの収穫後、日本の倉
庫に到着するまでには、約１カ月を要する
（写真３）。
米国向けかぼちゃと日本向けかぼちゃと

では、輸送方法が異なる。日本向けのかぼ
ちゃは６００キログラムの木製箱に入れら
れてからコンテナに搬入される。日本国内
でかぼちゃを小分け、またはカット加工さ
れるため、容量が大きい。一方、米国向け
のかぼちゃは段ボール箱に入れて発送され
る（表７）。米国ではかぼちゃをまるごと
販売することが多いため、小売店に直接発
送できる梱包が行われている。サイズにつ
いても、日本向けのサイズはＬまたＭが主
流であるが、米国向けはＳが多い（表８）。
それは、段ボールの大きさと関係しており、
Ｓサイズの方がより多いかぼちゃの個数を
入れることが可能となるためである。

写真３　�「ビン（bin）」と呼ばれる木製箱に
入った日本向けに輸出されるかぼちゃ�
（Agrocir社提供）

表７　�商品規格の一例（段ボール箱　約
10kg入）
玉数 １玉あたり重さ
4 玉入 約 2.5Kg
5 玉入 約 2.0Kg
6 玉入 約 1.6Kg
7 玉入 約 1.4Kg
8 玉入 約 1.2Kg
9 玉入 約 1.1Kg
10 玉入 約 1.0Kg

資料：株式会社ワタリWebサイト

表８　かぼちゃのサイズ規格
サイズ 重さ（Kg）
XS 1.0-1.2
S 1.2-1.6
M 1.6-2.0
L 2.0-2.5
LL ＞ 2.5

資料：INIFAP
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（２）生産者販売価格
かぼちゃの生産者価格は、２０１０年の
１キログラム当たり３. ８メキシコペソ
（２５円：１メキシコペソ＝６. ６円（注３））
から上昇を続け、２０１８年には１１. ２
メキシコペソ（７４円）を記録し、
２０１９年は９. ９メキシコペソ（６５円）
となっている。同価格は、国内生産量のほ
か、高まりをみせている輸出需要にも影響
して推移している（表９）。

（注３）�三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式
会社「月末・月中平均の為替相場」の
２０２１年１２月末ＴＴＳ相場。

（３）企業栽培の状況
メキシコのかぼちゃ生産は、大手４社に

よる寡占状態となっており、新たな企業の
参入は起こりにくい。かぼちゃ生産は、大
規模なかんがい設備を活用した形態で行わ
れている。ソノラ州に拠点を置くＡｇｒｏ
ｃｉｒ社では、点滴かんがいを活用し、「味
平」を始めとした品種のかぼちゃを栽培し
ている。また、日系企業が現地に子会社を
設立し、かぼちゃを含むさまざまな野菜の
種を生産し、現地の農作物に関連する企業
に販売している事例もある。

表９　州（地区）別かぼちゃ生産者販売価格の推移
（単位：メキシコペソ／ kg）

州 地区 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

ソノラ州

アグアプリエタ 6.0 6.1
カボルカ 10.6

マグダレーナ 1.9 2.3 2.4
ウレス 2.5 2.6 3.1 3.3

エルモシージョ 3.7 3.8 5.4 6.5 6.5 6.6 9.9 12.5 13 11.6
ナボホア 4.3

グアイマス 6.7 6.8 8.2 7.3 7.6 7.7

シナロア州

クリアカン 3.5
マサトラン 4.1
ラクルス

ロスモチス 4.0 7.9 7.4
グアムチル 5.3 6.2

チワワ州 カサスグランデス 6.5 10.7

ナヤリット州
サンティアゴ
イスクイントラ 7.2 10.7 6.8

コンポステーラ 3.3 3.3 5.4 5.0 6.8 8.2

ハリスコ州
トマトラン 0.0 0.0 1.5 1.9 1.8 1.9 2.5 2.1 3.2 3.3

エルグルージョ 1.6
バハ カリフォルニア州 エンセナダ 4.6 5.0
バハ カリフォルニア 

スル州 ラパス 3.2

メキシコ全土 3.8 3.8 5.4 6.3 6.6 6.6 9.0 10.6 11.2 9.9

資料：SIAP
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４　輸出動向

（１）輸出動向
図３は、メキシコ産生鮮かぼちゃ類の輸
出先別数量の推移である。メキシコ産生鮮
かぼちゃ類の輸出量は２０１３年から
２０１９年にかけて量にして４４. ５％、
金額にして１７. ４％増加している（注４）。
　２０１９年の輸出割合を見ると、数量、
金額ともに米国向けが９５％を占め、第
２位の日本向けは５％となった。主要生
産地と米国との距離的な近さや、米国・メ
キシコ・カナダ協定（ＵＳＭＣＡ）による
関税面での利点が理由と考えられる。また、
日本はかぼちゃの主要な消費国であり、米
国経由で輸出されていることも、米国向け
輸出が多い一因とみられる。

（注４）�メキシコ政府は貿易統計を公表していない。
国際貿易センター（ITC）のデータでは、米
国経由で日本に入るメキシコ産かぼちゃは
米国への輸出、そして米国からの輸入とし
て集計されるため、米国経由であってもメ
キシコからの輸入として集計される日本の
財務省貿易統計とは合致しない。

（２）対日輸出動向
メキシコは、日本のかぼちゃ輸入先国の

中でもニュージーランド（ＮＺ）に次ぐ輸
入量、金額である（２０２０年）。輸入量
について、２０１０年からの動きを見ると、
２０１２年と２０１６年は同国からの輸入
が増えており、日本の需要増に対応する形
で、メキシコのかぼちゃ生産量も増加して
いる。２０１７年以降、メキシコから日本
への輸出量が減少しているため、メキシコ
での生産量も減少傾向にある（図４）。

図３　メキシコ産生鮮かぼちゃ類の国別輸出数量の推移

資料：ITC（HSCode070993 Fresh or chilled pumpkins, squash and gourds "Cucurbita spp."）

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
米国 363,511 385,278 391,388 461,597 482,404 482,197 511,252

日本 8,850 11,401 21,898 22,823 24,930 24,160 26,268

カナダ 0 176 179 442 269 648 497

英国 0 0 5 0 137 59 22

イタリア 355 828 619 678 312 460 0

香港（中国） 0 0 0 0 0 33 0

スペイン 0 0 0 0 4 11 0

ドイツ 0 0 0 0 2,328 10 0

キューバ 0 0 0 0 0 2 0

フランス 0 0 0 0 4 1 0
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図４　メキシコおよびニュージーランドから日本へのかぼちゃ輸入量の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
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図５は、メキシコとＮＺからのかぼちゃ
の輸入金額の推移である。ＮＺが輸入量で
は常にメキシコを上回っている状況にある
が、２０１２年から２０１９年まではメキ
シコがＮＺを上回っている。この変化の要

因を説明するデータはないが、メキシコ国
内の生産コストの上昇が一因であると考え
られる。なお、２０２０年はメキシコから
の輸入量が減少したために金額も減少して
いる。

図５　メキシコおよびニュージーランドから日本へのかぼちゃ輸入金額の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
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基本的に輸入かぼちゃの位置付けは、
冬～春を中心とした国産品の端境期に輸入
されるもので、周年の安定供給に役立って
いる。このため、輸入数量は、国産品、特
に北海道産の収穫状況や品質、季節性など
によって左右される。図６は、東京都中央
卸売市場におけるかぼちゃの月別入荷実績
（２０２０年）である。メキシコから生鮮
かぼちゃが輸入される季節は、国産かぼ
ちゃの端境期に当たる冬場の輸入が多く、
またメキシコで収穫が行われる春にも輸入
されている。
２００５年に日本・メキシコ経済連携協
定（日墨ＥＰＡ）が発効され、かぼちゃの

輸入関税は３％から無税となった。こう
した要因がかぼちゃの対日輸出を後押しし
たとみられ、輸入額は２００４年の
１８億２７１９万９０００円から２０１１
年には３３億４６３万３０００円とおよそ
２倍に増加した。その後２０１５年には
５５億９７２４万７０００円にまで達し、
この１０年間で３倍もの成長を遂げたが、
それ以降は減少傾向で現在に至っている。
メキシコからかぼちゃを輸入している企

業の多くは、国産を主体にメキシコ産、Ｎ
Ｚ産も取り扱うことで周年供給ができる体
制を整えている。

図６　�２０２０年　かぼちゃの月別入荷実績（東京都中央卸売市場計）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和２年東京都中央卸売市場年報）
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５　おわりに

日本の端境期向けとして栽培が開始され
たかぼちゃは、栽培に適した気候や輸出環
境などから米国に近いソノラ州で集中的に
栽培され、日本市場に合わせた品種の栽培
や収穫時期が考慮されている。また、メキ
シコのかぼちゃ生産は、企業によるかんが
いを導入した集約的な栽培により単収が高
いとされ、日本産かぼちゃの端境期を埋め
る重要な供給元としての地位を築いてい
る。一方、生産されるかぼちゃの多くが日
本向けであることから考えると、日本市場
の動向が現地の生産動向に大きな影響を与

えることとなる。近年の日本におけるかぼ
ちゃの消費量が減少傾向のため、供給量が
減少しており、このことが主要生産地であ
るソノラ州の栽培面積や生産量に影響がで
ていると考えられる。メキシコ政府は、農
産物輸出市場の拡大に力を入れているが、
近年ではアジア諸国、特に韓国への進出を
喚起しており、かぼちゃもこの強化項目の
中に含まれている。現在、メキシコ産かぼ
ちゃは日本において量、金額ともに上位を
占めているが、今後、日本国内の需要減に
反応して、これら周辺国の市場に流れてい
く可能性も強まっている。


